
作　　せきゆみ
演出　河野真理子
制作　西川典之

昔々、山あいの小さな国の小さな城にユエという少女が
暮しておりました。ユエは周りの大人から“王の娘”としての

行いを求められ、それに応え続けようとする日々を送っていました。
そんなある日、突然、隣の大国の侵略により、小さな国は脅かされます。

不老不死の力を持つ「瑠璃色の石」を手にいれようと企てる
大国の王子ヤンの謀略により、城から出ていくことになるユエ。
彼女がたどり着いた先は緑深い谷でした。そこに住む少年ハオと彼女がたどり着いた先は緑深い谷でした。そこに住む少年ハオと
出会い、生命力あふれる谷での生き方を肌で実感していくユエ。

そして「瑠璃色の石」の思いがけない正体を知った二人の前に現れたヤン王子。

果たして、二人はヤン王子から平穏な日々を取り戻すことが出来るのか。
「瑠璃色の石」の本当の正体とは？ユエとハオが探し出す真実とは？

ユエの瞳は何を見つめ、どこへ歩んでいくのか。
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